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 九州大学QUEST装置では、球状トカマク配位で
の定常電子バーンシュタイン波加熱・電流駆動

（EBWH/CD）によるプラズマ－壁相互作用の研究
を進めている。これまでに8.2 GHz システムを用
いて、35 kAの高周波電流立ち上げ、10 kAで５分
放電を達成した。得られた放電での密度は遮断周

波数より低く これまで、EBWH/ CD効果はオーミ
ック放電への重畳実験に限られている。九州大学

では、平成24年度より筑波大学、核融合科学研究
所と、28GHzシステムを用いた電流立ち上げ実験
に関する立ち上げ実験に関する双方向型共同研

究センター間連携研究（NIFS13KUTR085 / NIFS11	 
KUTR069 / NIFS11KUGM050 / NIFS13KUGM080）
を始めた。主な目的は、主周波数 8.2 GHz入射で
遮断密度となる高密度プラズマを 28 GHzで生成
し、定常プラズマ維持を目指したEBWH/CD の実
証実験を行うことである。必要な周辺機器整備を

終え、25年度より非誘導電流駆動実験を開始した。 
	 図１に28 GHz システムによるプラズマ電流
立ち上げ実験でのプラズマ電流・線積分密度発展

を示す。ここでは0.22 MW入射で25 kA 程度まで
1MA/s を超える速い上昇率で、発生する逆電場に
打ち勝ち、プラズマ電流が立ち上がっている。電

子密度はガスパフで段階的に上昇し、線平均密度

で1×1018m-3を超え、8.2 GHz の遮断密度より高
いオーバーデンスプラズマ生成に成功した。図２

には放電時間2.3 秒付近のトムソン散乱計測に
よる電子温度・密度分布を示す。28 GHz第二高
調波共鳴層位置（磁気面強磁場側）で80 eV 程度、
対応する同磁気面低磁場側で50 eV の電子温度
である。同様なプラズマ電流の低密度放電では

160 eV といった比較的高い電子温度が達成され
た。これらの放電では、100 keVを超えるエネル
ギーの硬X線が観測されている。 

	 高いプラズマ電流

を立ち上げる非誘導

電流駆動実験も進め、

周回電圧が観測され

ない弱い垂直磁場上

昇の下、プラズマ平衡

を保ちつつ、60 kAの
電流立ち上げに成功

した。図３にプラズマ

電流発展、放電2.5 秒
での磁気面解析結果

を示す。図に示されているように。アスペクト比

1.5程度のプラズマが形成されている。得られた非
誘導電流駆動プラズマに8.2 GHz を重畳入射す
る実験も開始されており、講演でその結果を報告

する。 
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図 1: 28 GHz 0.22 MW入射による非誘導電流駆 
	 	  動実験でのプラズマ電流・線積分密度発展 
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図 3: 60 kAプラズマ電流発展と 

2.5秒 での磁気面解析 
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図 2: 2.3秒付近の電子 
    温度・密度分布 


